
錢谷嘉康氏：大阪市出身、１９７７年脱サラから

陶芸家、荒木高子氏のもとで陶芸を学び、1980

年独学にて絵を描き始める。

88年にヨーロッッパへ遊学、90年にスペインは

グラナダへ渡り、その後バスク地方を経て、現在

バルセロナの北フランス国境に近いコスタ、ブラ

バにある小さな町を拠点に制作発表を続けている。

絵画の中に漂う光と陶の質感を表現することを追

い求めている。

今展の作品は、その光ある処に存する影の表現に

集中し、更に深みを増している。観賞する者に、

人間として生まれた我々、言葉や心理、複雑な社

会の襞をも考えさせる作品である。

アートプロガラではすでにお馴染みとなり、今展

は５度目の発表となる。

陰 影 礼 讃

Z E N I T A N I

2011.11.22(tue) ～ 12.24(sat)
Open 12:00-18:00 Close Suu/Mon

海外での個展風景


